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 いつもの年ですと「明けましておめでとうございます」で始まるのがこれまでの習いでした。しかし新型コロナ
ウイルス禍が消えた訳ではなく、まずは慎重に、慎重にスタートしましょう。 

一昨年１１月３０日に１６期生を迎え、総勢３１１名になりました。１月初めには安全を誓う
新年の集いを行い、２月１０日には認定 NPO の許可がおり、財務管理の改善、事務作業の効率
化を図るため専従職員２名の採用も進めました。 

この辺までは順調な滑り出しの年のようですが、この時既に海外の各国では新型コロナ騒ぎが起きて
おりました。２月３日豪華客船ダイヤモンド・プリンセスが横浜港に入港して新型コロナウイルス患者の
情報とその対応の様子がテレビで放映され、その画面にくぎ付けになりました。 

そうこうしている内に（公財）かながわトラストみどり財団から４月９日から８月末までの県の事業の
見直しが行われ、①ボランティア実践活動事業（緑の祭典、県民参加の森づくり等）の中止、②森
林インストラクター事業（派遣事業、ブラッシュアップや研修、１７期生森林インストラクター養成講座
等）の中止、さらに③各部会や事業部会の活動は個別対応となり、内部での混乱と外部との調整で
一段落するまで多少時間を要しました。また会の機関誌「森のなかま」は活動がほとんど中止になったの
で９月まで休刊となりました。期待していた１７期生の養成講座が中止になり、今年も開催できるか
難しい状況にあります。 
  ９月の活動再開に当たっては、８月中旬以降は新型コロナウイルス予防のガイドライン作りや予防
器具の整備に万全を記すことに終始しました。再開スタートすると小学校の派遣要請依頼が極めて多
く、担当者は高齢者が比較的多いため人選に苦労されております。 

コロナ騒ぎの始まる前からスケジュールが決まり、再開後の「県民参加の森林づくり」についてはメンバ
ーの参加可否から始まり、既に活動したものもあります。森林再生パートナーの方は民間会社や団体
の方々が多く、まだ目立った動きはありません。 

今年は理事改選の年で、昨年１２月１日から今年１月４日まで理事立候補を受け付けておりま
す。私が理事⾧を拝命してから今度の総会で８年、この間いろいろなことがありました。皆様のおかげで
何とか乗切り今日までやってこられました。しかしこの辺が潮時で、この選挙を機に新たな理事の皆様で
マンネリ化した面を一掃してかながわ森林インストラクターの会をなお一層発展の方向に導いて頂きたい
と思っております。 
 今年度もあと３ヶ月を残すのみとなりました。やっと治療薬も開発され試験投与も始まる段階になりま
したが、まだまだ油断せず慎重に活動を始めましょう。本当に新型コロナウイルス禍で昨年くらい一年が
短く感じた年はありませんでした。 

 

２０２１年 １月号 

ＮＰＯ法人かながわ森林インストラクターの会 http://www.forest-kanagawa.jp   発行人 久保 重明 

〒243－0018 厚木市中町２丁目１３番１４号・サンシャインビル６階６０４号 ℡046－297－0301・Fax046－297－0302 

ＮＯ.１５１（継続２９６号） 

今年も健康で元気な一年を過ごして行きましょう  理事⾧ 久保 重明 
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穏やかな日差しの晴天に恵まれひじりの森に到着すると、夜露で湿った落葉から早速ヒルの歓迎を
受けました。ヒル避け対策をして準備体操を終え 3 班に分かれて研修がはじまりました。 

午前は除伐の実習、急傾斜地のため足場が悪く滑りやすいなかで、近接作業、上下作業に注意
し、一般参加者が気を付けなければならないポイントを考え
ながら作業を行いました。 

昼食後は講師の皆さんが実演しながら倍力システムを二
倍·三倍·四倍と順を追って教えていただき交替でロープを
引いてその違いを体験しました。その後、研修参加者が協
力してロープ、滑車、スリングを組み合わせて三倍力までの
システムを作り上げる実習を行いましたが、中学で習ったは
ずの動滑車の働きや、システムの組み方、プルージックの結
び方等に悪戦苦闘しながらなんとか組み上げました。どのよ
うな理屈で成り立っているのかを一般参加者に説明できる
ように習熟し、いつでも使える様に練習しなければと思いまし
た。 

さらに研修は続き、ナタを使った杭作りの実習を行いま
す、ナタには片刃と両刃のものがあり、それぞれの特性やナタ
の危険性を学び、一人ずつ杭を作成します。その杭をロープ
で二人で支えカケヤで斜面に打ち込みます。なかなかの力
仕事ですが無事ケガも無く終了し、充実した一日の研修を
終えました。 

学んだ事を自分のスキルとしていくために繰り返し練習し
て、安全で確実な技術を身に付け、人に伝えることが出来
るようになっていければと思います。 

 

＜森林部会＞ 除伐研修会    
日時： 2020 年 11 月 15 日(土) 9:00〜15:00 晴れ 

場所：  伊勢原市三ノ宮 ひじりの森 里山保全活動エリア 

講師： 森林部会 小野⑦、大橋⑪、北村⑬  

スタッフ： 鈴木⑭、竹内⑮、補)滝澤⑤、部)岩田⑭ 

研修生：１３名 

 

1班 小野幸広 7 2班　大橋聡 11 3班　北村貢 13
宮下  修一 10 星野  澄佳 13 水野  安則 14
大原  正志 13 末原  興一 15 飛田  尚弥 15
原田　明 16 大友  博道 16 田中  嵩大 16
中澤  靖彦 16 池田  修 16 岡村  寛 16
大森  善雄 16

除伐研修 

３倍力 
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活  動  短  信 
今回の掲載は R2 年11 月2 日-11 月30 日分です。 

寄稿頂いた中には、紙面都合や寄稿タイミングで次号以降

の掲載になるものもあります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   
 

◆ 横浜市立茅ヶ崎小学校・５年 

林業体験学習『間伐体験』 

 

日 令和２年１１月１０日（火）9:20～14:30 晴のち曇 

場 県立２１世紀の森・風切り水源林 

参 １４４名（大人８名 子供１３６名） 

財 豊丸 課長様、内田様 

スタッフ２１世紀の森 碓井所長様 辰巳様 飯田様 

イ  Ｌ牧石⑭ 佐藤⑤ 滝澤⑤ 小野⑦ 小沢⑨ 

松山⑩ 松本⑪ 松永⑪ 西出⑫ 古館⑬  

松石⑬  小松⑭ 小林⑯ 

  

茅ヶ崎小学校 5 年生(136 人) バス６台で 21 世紀

の森駐車場に到着、1 班から 12 班まで各班 10 名～

13 名の構成だが生徒数が多い為、A(1 班～6 班) 

B(7 班～12 班)の２グループに分けて実施された。途

中でヒノキの香りが気持ち良いと生徒たち、間伐場所

まで迷わない様に標識が随所に掲示してあり安心の

配慮が施されていた。本日は間伐後、枝払い、玉切

り、コースターづくりまで行う予定。 コースターを作る

為に各丸太に 2/3 まで切り口を切った続きを各自に

仕上げて頂く工程を施し、終了時間までに作成した。

コースターを用意された名前のビニール袋に入れ

て、楽しそうに持って帰られたのを見てインストラクタ

ーの疲れも吹き飛んだ。昼食後は 21 世紀の森周辺

で各班に分かれ自然観察を実施。運動広場から「ど

んぐりコース」を通り森林ふれあいセンターの間のコナ

ラやアラカシなどを観察行った。途中コナラの幹の穴

からブクブクと泡を吹いているのを一人の生徒が見つ

け全員が木の周りに集まってきたのでカシノナガキク

イムシを発見しナラ枯れの説明をしたところ、森林に

関心がある子供たちがノートを取り出し次々に質問が

あった。 

（記 小林 照夫⑯  写真 牧石 稔⑭） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

活動短信への投稿概略フォーマットと略語の説明 

ページレイアウトは気にせずベタ書きで結構です。 

（できれば Word、メール直筆でも OK。Eｘcel はできるだけ

避けてください。改行等の処理に手間を要しますので） 

写真もあれば添付ください。  

◆ 活動団体・活動名 等 

日 日付（できれば時間と天気も）  

場 場所 （例：相模原市緑区 長竹承継分収林） 

参 参加者 人数  

県 例 神奈川県 環境農政局 緑政部 

   水源環境保全課 水源の森林推進グループ  

財(公財)かながわトラストみどり財団、看 看護師 

スタッフ 例 小田原市森林組合ＸＸ様 

例 川崎市公園緑地協会・ＸＸ様 

イ  インストラクター① （○数字：期） 研：研修枠 

以下、本文を概ね４００字前後を目安として執筆ください 

リーダーは責任を持って執筆者の選択と執筆後のチェック

をお願いします。（執筆者名もお忘れなく！！） 

**活動終了後の速やかな投稿をお願いいたします。** 

大寒 1/20 頃 
 フキノトウが出、沢の氷が

厚く張る 

小寒 1/6 頃 
  セリが育ち、キジが鳴き

始めるころ 

1 月(睦月)(旧暦 12 月師走)の 

二十四節気と七十二侯 

森のめぐみの掲載は、 

今月号はありません。 

次掲載は 2 月号の 

予定です。  
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◆ 平塚市立大原小学校 

環境・エネルギー学校派遣事業 

～かながわ環境教室～ 

「森が『緑のダム』になることがわかる 

実験」 

 

日 令和２年１１月２日（月）12：00～15:30 曇り 

場 平塚市大原 1-14 大原小学校 

参 ４年生２０名および担任教師１名 

イ  Ｌ井出①、高橋③、森本⑤、星野⑬ 

 

＜実験の方法＞ 

土だけの箱（A）と植物が茂った箱（B）に、じょうろで

同じ量の水をかけさせ、それぞれの箱の表面から流

れ出た水と、土の中に浸み込んでから流れ出た水

が、計量バケツに貯まるのを観察させる。 

 

＜実験結果＞ 

① 植物が茂った箱（森がある）の方が、ない方に

比べて約 3.5 倍の水を貯める。 

② 土だけの箱（森がない）の表面から流れ出る水

は茶色く濁っている。 

③ 植物が茂った箱（森がある）の地中に浸み込ん

でから流れ出る水は透き通ってきれい。 

森があることで、降った雨水の多くが浸み込んで土

の中に貯めこまれ、その水がきれいな水になって

徐々に流れ出るのを目の当たりにすることで、森の

「緑のダム」としての働きが実感できたと思います。 

＜解説＞ 

森林のはたらき、森林の手入れ、現状の森林の問

題点と守る取り組み、水源の森などについて解説を

行いました。また、高橋インストラクター（学校の教科

書にボランティアとしての話が掲載されています）か

ら、砂漠の国と日本との比較で、日本の森のすばらし

さを解説してもらいました。 

 （記・写真 井出 恒夫 ①） 

◆ 横浜市立下野庭小学校 

環境・エネルギー学校派遣事業 

～かながわ環境教室～ 

「水の中の生き物ウオッチング」 

 

日 令和２年１１月１０日（火）14：00～16:00 晴れ 

場 横浜市港南区野庭町 602 下野庭小学校 

参 環境委員会の 5・6 年生 18 名、教師 2 名  

イ Ｌ井出①、堀江④、星野⑬ 

 

この学校では絶滅危惧種に指定されている野

生メダカを飼育しています。授業では、ビオトープ

の生き物調査・植生調査を行い、ビオトープの維

持管理の進め方について解説を行いました。 

 

① 植生調査：浮葉植物のトチカガミが越冬のた

め枯れ、周囲の樹木からの落葉も多い。水質を維

持するために落葉の除去を指示しました。 

 

② 採取：手網（タモ網）で、メダカやヤゴなどの生

き物を採取。また、プランクトンネットでプランクトン

を採取しました。 

③ 観察：網で採取した生き物は白バットに移して

抽出し、詳しく観察しました。またプランクトンネット

で採取したミジンコなどは、マイクロスコープで PC

に映し出し観察しました。 

④ 解説：メダカの生態、生態系（生き物のつなが

り）、野生のメダカが減少した理由、ビオトープの維

持管理方法（植物の管理、水の管理等）などにつ

いて解説しました。 

今回の対象は環境委員会の 5・6 年生ということ

で関心も深く、メダカのことやビオトープの維持管

理について理解が深まったと思います。 

（記・写真 井出 恒夫 ①） 
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◆ 横浜市立岡津小学校  

愛川体験学習（間伐体験） 

 

日 令和２年１１月１９日（木） １２:１５～１５:００ 晴れ 

場 相模原市緑区 長竹承継分収林 

参 先生６名、児童８９名、計９５名  

財 豊丸課長、内田様 

イ Ｌ西出⑫、柏倉④、佐藤⑤、滝澤⑤、小野⑦、 

久保⑧、吉田⑪、松本⑪、牧石⑭、竹内⑮ 

 

１１月も半ばを過ぎたというのに夏日に迫るポカポ

カ陽気で、みんなで汗をかきながら力を合わせて、樹

高７ｍ程のヒノキを間伐して、枝払い、玉切りの後、一

人ずつ、マイ・コースターを作って、今日のご褒美に

持ち帰りました。みなさん、コースターを部屋に飾っ

て、しばらくは香ばしい香りを楽しめると思います 

正午過ぎ、子供達が韮尾根ふれあい広場に到着、

道具置き場に移動して、ヘルメットなどを装着してか

ら、森の中を１０分程歩いて現場に向かいました。作

業開始前に、森の学習（森の働き、間伐の意義）をし

て、インストラクターの指示の下、作業を開始しまし

た。まず、倒す木を選木して、ロープを掛け、いよいよ

大鋸を使って木に受け口、追い口を入れます。子供

達は初めは思う様に大鋸が引けませんが、その内、

上手に使えるようになり、伐倒の準備が整ったら、み

んなで力を合わせてロープを引きます。大きな音と地

響きがして木が倒れると歓声が上がりました。森が少

し明るくなり、下草、低木の成長を促して、森の機能

（保水機能など）が改善されました。その後、コースタ

ー作りを行って、楽しい想い出と共に森を後にしまし

た。               （記 西出 健一⑫） 

 

 

◆ 横浜市立高田東小学校 間伐体験 

 

日 令和２年１１月２０日（金） 晴れ 

場 相模原市緑区 長竹継承分収林 

参 先生５名、児童５３名、計５８名  

財 内田様 古舘様  

イ L 松本⑪ 小沢⑨ 松山⑩ 西出⑫ 星野⑬  

牧石⑭ 中澤⑯  

 

１１月とは思えない暖かい風の吹く中、高田東

小の皆さんをお迎えしました。３０分遅れのご到

着、どこまで作業ができるかご相談です。 

皆さんの身支度の様子を確認しながら、道具場

への道中、作業の流れを確認。入山準備では「行

きと帰りで、道具の数が変わらないように」と。紅葉

が山々にある中、作業場へ進みます。 

今日の目標は、①自然と親しむ、②安全に、③

仲間との時間を大切に。選木をし、受け口、追い

口を切り進めます。なかなか鋸を真直ぐに使えず、

真剣な表情。ロープを引く空間の枝整理を率先す

る児童さんもいました。 

さて、引き倒しの時間です。はじめは、引く姿勢

ができず、うまく引けません。少しスタンスを取り直

し、「せーの！」掛かり木もかわし良い方向へ倒れ

ました。弦がうまく効いたようです。皆で見てみま

す。枝払いをして、下山へ。 

帰り道、光が入り下草の生えている現場を見ま

した。そして地がむき出しになっている空間と下草

のある空間の違いについて、皆さんと考えました。 

「スゴイ」「メキメキっていった」「達成感」「楽しい」

「引っ張る時に、ちゃんと倒れたから安心した」「カ

マキリいた」という声が聞かれました。 

下層植生が回復すると、生き物のすみかとなり

ます。生物多様性の話なども合わせて、もう少し丁

寧にご指導させていただきたかったです。学校関

係の皆様にはあと 30 分早めのお越しをお願いし

ます。           （記 星野 澄佳⑬） 

 

 

◆ 第 14 回 県民参加の森づくり（植栽） 

 

日 令和２年１１月２１日（土）晴れ 

場 箱根町畑宿 

参 ４４名 

財 豊丸様 大木様 寺本様  

看 青木様 

スタッフ 小田原市森林組合 高橋様、 

 箱根町（久保様、遠藤様、山崎様） 

イ  L 大澤⑩ 柏倉④ 渡部⑦ 齋藤⑧ 湯浅⑪ 

山下⑪ 真貝⑪ 黒川⑭ 小松⑭ 野村⑭ 

小野⑮ 末原⑮ 西村⑮ 大友⑯ 小林⑯ 

堀口⑯ 

 

 旧道を登って甘酒茶屋を過ぎて間もなく、お玉

が池の西側、東南向き斜面の町有林にヤマザク

ラ、ヤマボウシ、ヒメシャラ、イロハモミジ各２００本 

計８００本の落葉広葉樹の植栽を一般参加４４名

にて実施となった。今回は根巻き苗、ポット苗、コ

ンテナ苗の３種類を使用した。なお、近日中に鹿
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防御ネットを掛ける時に紐を解く手間をなくすため

苗を支柱に結びつける工程を省いたことと、班を

越えての協力もあり作業能率は極めて高いものと

なった。 

 新型コロナ対策のため、ヘルメットにマスク及び

フェイスシールドを着用しての作業は慣れないもの

であったが、青空の下、暖かい陽射しが差し込む

中で皆気持ち良く活動することができた。 

 今回の植栽場所が２０年後、３０年後に紅葉の

森の名所になることを思い浮かべながらこの地を

後にした。          (記 小野 雅一⑮) 

 

◆ 横浜市立東山田小学校 

社会科～間伐体験 

 

日 令和２年１１月２４日（火） 10 時～12 時 曇り 

場 相模原市緑区 長竹承継分収林 

参 先生６名、児童９０名、計９６名  

財 内田様、古舘様 

イ Ｌ 西出⑫、小野⑦、小沢⑨、松山⑩、松本⑪、

星野⑬、松石⑬、牧石⑭、竹内⑮、小林⑯ 

 

日差しがなく、冬を感じさせる寒さでしたが、みんな

で力を合わせて樹高７ｍ程のヒノキを間伐しました。

倒れた瞬間、地響きと大きい音がして、「やったあ！」

と歓声が上がりました。少し明るくなった森を眺め、森

林整備の成果を確認できました。 

予定通り、１０時に子供達が韮尾根ふれあい広場

に到着、班毎に道具置き場に移動して、ヘルメットな

どを装着してから、森の中を１０分程歩いて現場に向

かいました。作業開始前に、森の学習（森の働き、間

伐の意義）をして、インストラクターの指示の下、作業

を開始しました。まず、倒す木を選木して、ロープを

掛け、いよいよ大鋸を使って木に受け口、追い口を入

れます。子供達は、初めは思う様に大鋸が引けませ

んが、その内、慣れてきて上手に使えるようになりまし

た。伐倒の準備が整ったら、みんなで力を合わせてロ

ープを引きます。狙った方向に見事に倒れると、皆さ

ん うれしそうでした。その後、倒した木の枝を払っ

て、玉切り（適当な長さに木を切断）をして、作業を終

えました。皆さん、良く頑張りました。 

（記・写真 西出 健一⑫） 

  

 

 

 

 

 

◆ 第 15 回 県民参加の森林づくり（除伐） 

 

日 令和２年１１月２９日（日）曇り 

場 秦野市千村 頭高山 

参 ５３名 

市 秦野市環境共生課 越塚様 

財 豊丸課長様、古舘様、大木様 

看 佃様 

スタッフ 千村共有地管理組合：石井会長様、 

森林組合連合会：菊池様、岡本様 

頭高山を愛する会：谷会長様、日立製作所：大橋様 

イ Ｌ牧石⑭ 野牛⑧ 宮下⑩ 大原⑬ 星野⑬  

伊藤⑭ 木村⑭ 角石⑮ 末原⑮  武田⑯ 

 

 時折日差しが差し込むものの、ほぼ曇天でした

が、特別寒さを感じることもなく、活動を行うには適

当な陽気でした。初心者からベテランの参加者に

至る多くの一般参加者に加え、日立製作所の

方々の参加により総勢５３名での活動となりまし

た。 

 参加者にはマスクの着用、検温を実施し、３密に

配意しバス５台に分乗し現地に向かいました。現

地に到着後オリエンテーションを行い、活動場所

までの移動中にはナラ枯れや立ち枯れした樹木を

かながわしずくちゃん Facebook は下記ＵＲＬで見ることができます。 

https://www.facebook.com/kanagawa.sizuku 
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何本も確認しながら進みました。 作業内容は、モ

ミジ等を除く幹の太さ３ｃｍ程度よりも細い灌木を

除伐、特にアオキの植生が強く、ツタが絡む作業

しにくい状況もありましたが、ソーシャルディスタン

スへの配意を徹底しながら活動し、作業前は見通

しが悪かった場所が作業後には見通しが利くスッ

キリとした状態になりました。人数に適した作業量

であったため、疲労感がない割には達成感が得ら

れ、少数精鋭、活動範囲も限定されていたこともあ

り余裕を持って終了することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、作業活動中にはドローン撮影が行われ、

現地を引き上げる前にも参加者を対象に写真と

動画撮影も行われ良い記念となりました。 

 来年以降も引き続き森林整備が予定されるとい

うことで、本活動場所がますます整備されることを

期待したいと思います。 

（記 伊藤 健二⑭ 写真 牧石 稔⑭） 

 

◆ 神奈川トヨタ自動車株式会社 

社員向けプリウス森木会 

 
日 令和２年11月30日(月)、12月1日(火)    

10:00～15:00  両日とも晴 

場 やどりき水源林 

参 11月30日：20名（男性15名、女性3名、子供2名） 

12月1日 ：22名（男性15名、女性2名、子供5名） 

スタッフ 神奈川トヨタ自動車 社員4名 

イ 11月30日  L内野⑨、山下⑪  

12月1日   L古舘⑬、真貝⑪ 

 

 例年のイベントはプリウス購入者のお客様が

対象でしたが、今年は、社員に森の働き、強い

森の作り方などを理解して頂くために、間伐が

済んだばかりの周遊歩道 Bコースを案内するこ

とになりました。事前に 11 月 30 日と 12 月 1 日

の活動内容（午前午後とも）を各インストラク

ター間で擦り合わせており、コース案内は、ほ

ぼその通りに実行しましたので、12 月 1 日の活

動を中心に報告いたします。  

 12 月 1 日の朝 10 時にやどりき水源林ゲート前

に神奈川トヨタの社員がそれぞれ車に分乗して

到着しました。現在、やどりき水源林広場は昨

年の台風での被害の改修工事中でしたので、広

場のすぐ脇でオリエンテーションと軽い体操を

行い、その後、2 班に分かれて、まず水源涵養実

験装置の所に行き写真を見せながら水源涵養機

能の話をして、それから B コース手前にある看

板「水はどこから」で酒匂川水系の水道水供給

の話をしました。 

B コースに入り、つぼみを抱えたミツマタの木

やムササビが住んでいる樹洞を説明し、「プリウ

ス森木会の森」に到着。トヨタのお客様は森の

大地を足踏みして大喜び。すぐに看板の前で記

念撮影をしました。ここを出発して木製の橋の

すぐ下の透明度の高い水に感動し、間伐の跡が

まだ新しい丸太を眺めて間伐の必要性を実感し

て頂きました。この時期、めぼしい植物は殆ど

無いのですが、カンアオイの葉の下でひっそり

と咲く花やミヤマシキミの雄株のつぼみと雌株

の赤い実をやどりき水源林の特徴として示すこ

とが出来ました。 

子供がいる班は小枝を集めることに熱中した

り、途中でくたびれてお母さんに抱っこして貰

ったりして他の班に遅れてしまいましたが、そ

れでも怪我もなく出発点に戻ることが出来まし

た。最後に、お客様の大変有益だったという感

想を頂き、案内人冥利に尽きる思いがしまし

た。午後も 1 時 10 分から 3 時まで 2 班に分かれ

て同じ内容の案内を行いました。                           

（記 古舘 信生⑬） 
 

 

 

 

 

 

 
かながわ森林インストラクターの会は『緑の募金』の支援団

体としても取組んでいます。 

全国で５番目／ＮＰＯ法人で初めて委嘱されています。 

 
丹沢の自然再生に取り組む 丹沢大山自然再生委員会の 

ホームページでご覧ください。http://www.tanzawasaisei.jp/ 
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◇ 森のなかま原稿募集 ◇ 

会員読者の皆様から広く募集しています。 

 

＜広報全般についてのお問い合わせ＞ 

黒川 敏史              

Mail：
kurokawa.family@aa.cyberhome.ne.jp 
Tel ：080-5477-2206 
 

＜電子配信会員向け担当＞ 笠原 

Mail: happy_kumakuma711@icloud.com 
 

＜電子配信企業等ﾊﾟｰﾄﾅｰ様向け担当＞  

柳澤 Mail: cherril@gk9.so-net.ne.jp 
 

＜メール・手書き原稿送り先＞ 

【本誌】黒川 敏史 

Fax: 0467-46-8650 
電話連絡先：080-5477-2206  
Mail：
kurokawa.family@aa.cyberhome.ne.jp 
 

【別冊】阿藤 寿孝 

Tel：0４５-433-4413 
Mail： hisa-ato2@22.netyou.jp 
 
 
原稿は随時受付けています。 

やどりき水源林ミニガイド 

「森の案内人」 
12 月から 2 月までは、森の案内

人はお休みです。 

森の案内人はおりませんが、やど

りき水源林を訪れることはできま

す。 

なお、現在昨年の台風被害の復

旧作業が進められており、立ち入り

禁止の区域がありますので、訪問

の際には、下記神奈川県のホーム

ページにてご確認ください。 

 

https://www.pref.kanagawa.j
p/docs/pb5/yadoriki.html 

 

「やどりき水源林ニュース」 
http://www.forest-
kanagawa.jp/4field.html#field02 
 
●問合せ： 

（公財）かながわトラストみどり財団 

 TEL : 045－412-2255 
 FAX : 045－412-2300 
● ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.ktm.or.jp 
     E-mail: midori@ktm.or.jp 
 

 

 

森のなかまは過去号もご覧になれます。 

 (ﾎｰﾑﾍﾟー ｼ )゙   http://www.forest-
kanagawa.jp/3kiroku.html#kiroku01  

 (HP 担当 : 井出恒夫） 

編集後記 

★今年はコロナでせわしなく過ぎよ
うとしていますが、我が家のユズが
当たり年で、沢山の収穫に感謝し、
友人に分けれることに喜び、香りに
癒され、ユズのジュースを作りまし
た。一本のユズがとても幸せにして
くれました。       （笠原） 
 
★今冬は、コロナの猛威を何とかや
り過ごすべく頭を縮こませて過ごそ
うと思っています。 
自然の移ろいは人間の騒動など歯
牙にもかけず、いつも通りの景観を
見せてくれてますが。 
なんとか、コロナ明けの春が一日も
早く訪れますように。  (吉田) 
 
★京急三崎口駅から小網代の森ま
で歩きシーボニアへ、クラブハウス
レストランから冬の青い海の向こう
に江の島、 

富士山と丹沢山塊を望みながら
のんびりランチ、新型コロナ騒動を
忘れる一時でした！    （阿藤） 
               
★『鬼滅の刃（きめつのやいば）』が
大ブーム  
小学生の森林間伐体験活動でノコ
ギリの付け方を生徒に尋ねると左腰
につけるという。右利きは刀が抜き
やすい。しかも何と左足を引いて抜
いて作業をする。どうしてと尋ねたら
左足を前に出していたら自分で自
分の足を切ってしまうからと。知らず
知らずのうちに安全知識を習得、
すばらしい効果。 
そしてネズコという木（鬼滅の刃のヒ
ロインが竈門禰豆子(ねずこ)）があ
り今日間伐するヒノキの仲間だと言
うと更に興味やる気アップをしたよう
だ。           （松本） 
       
★英国で新型コロナ変異種が猛威
を振るっています。これでは本格的
なオリンピックは実現できないでしょ
うね。強硬派は「ASEAN 五輪」を、
強引に「オリンピック」にするのでしょ
うか？森林での活動が安全、安
全。           （竹内） 
               
★新型コロナで気分がすっきりしない
のは、いろいろな意見があふれてい
て、個人の意識レベルがまるで違うこ
とのストレスのせいと感じています。     

（黒川） 
 

編集人： 黒川 敏史  

広報部：吉田郁夫 松本保  

笠原かずみ 加藤優美 
  阿藤壽孝 竹内明彦  

柳澤千恵美 小林照夫 
武田昭典 中澤良夫 
 

支援： 大原正志 江頭淑子  

 重苦しい気分の新年ですが、皆様ど

のようにお過ごしでしょうか？ 

 若者は、それほどではないようです

が、これだけコロナ感染防止を宣伝さ

れると人混みには出れませんね。今年

はどんな年になるか見通せませんが、

少しでも明るい兆しが見えることを

祈っています。 

 

コロナ禍に在宅で拝む初日の出 

   記 広報部 黒川 敏史 

 

年間通読のお申し込み  

 「森のなかま」年間通読をご希

望の方は、郵便局備付けの郵便

振替を利用してお申し込み下さ

い。  

郵便振替口座00230-0-2454  

かながわ森林インストラクターの会 

宛まで２０００円をお振込み下さ

い。振替用紙には、必ず、住所、氏

名を明記して下さい。振替用紙到

着の翌月号から 

12 回／1 年間お届け致します。  

 

新年を迎えて 令和3年元旦 


